
 

 

 

 

 

 

現地見学会を開催しました。 
   

 先日 3月 24日(土)に 95･96次確認調査の現地見学会を開催しました。当日は

天候にも恵まれ、穏やかな春を感じながら、地元の方々をはじめとする約 70名

の見学者の方に集まっていだきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

                   

見学会は午前 10時から始まり、まず

95次調査の現場で正倉院の区画溝や

新しく発見された溝などの説明を担当

の調査員が説明しました。横では調査

で出土した遺物やパネルの展示を行い、

随時見学していただきました。 

その後、96次調査を行った「恒川清

水」へ場所を移動し、調査成果などを

説明しました。 

 

たくさんの方々にご来場いただき

ありがとうございました。 

95次調査の説明 

出土遺物やパネルを見学する方々 

96次調査の説明 
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95･96 次調査が終了しました。 

 

95次調査では、正倉院の区画溝の規模を改めて広い範囲で確認しました。溝

は約 3ｍの幅で南東から北西にかけてほぼ直線状に伸び、部分的に掘り下げた

断面の観察から一度改修している可能性も確認しました。 

また、区画溝の南側では、関連性が考えられる並行するように走る溝(22号

溝)を新たに発見し、今回の調査で最大の成果となりました。 

96次調査は「恒川清水」の水溜り部分を初めて調査しました。 

調査では部分的に掘り下げ、清水の北側の一部では黒い土を確認しました。

そこからは古墳時代の土器が出土したことから、古墳時代のある時期の水辺が

残っていたことが分かりました。また、その南側の大半は砂が厚く堆積してお

り、南に向かって水が流れていることも分かりました。 

 

 調査の実施にあたり、近隣の皆さま方にはご理解とご協力を賜りましたことを御礼

申し上げます。平成 30年度も引き続き恒川官衙遺跡では確認調査を行っていきますの

で、変わらぬご支援をいただきますよう、重ねてお願い申しあげます。 
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